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＜第１章＞ 緒言 

 現行ソフトボールは、12 インチ、14 インチ、16 インチといっ

たボールを用い、ファーストピッチ、スローピッチといったルー

ルで行われている。ソフトボールの動作には、投げる・打つ・捕

る・走るといった代表的な動作がある。走る動作の中には、スラ

イディングという技術があり、代表的なものとして「ベントレッ

グスライディング」、「ヘッドスライディング」がある。 

ソフトボールにとってスライディングというものは必要不可

欠なものであるが、それによって外傷が頻繁に引き起こされてい

るということが広く認識されている。特に、「ヘッドスライディ

ング」による外傷の発生率はとても高い。 

＜第２章＞ 研究の動機・目的 

 野球におけるスライディングの先行研究では、「ベントレッグ

スライディング」と「ヘッドスライディング」の塁間でのスピー

ドに有意差は見られず、「ヘッドスライディング」はリスクを十

分に考えて使用されるべきであるとしている。 

しかし、野球やソフトボールにおいて「ヘッドスライディング」

は一塁や本塁といったスライディングの必要のないところにお

いても使用されており、ベースの「駆け抜け」と「ヘッドスライ

ディング」との到達時間の差は明らかにされていない。 

本研究では、ソフトボールの塁間距離において、「駆け抜け」「ベ

ントレッグスライディング」「ヘッドスライディング」「立ち止ま

り」の 4 つの条件下での 1-2 塁間走の所要時間を計測し、ソフト

ボール競技においての「ヘッドスライディング」の優位性につい

て明らかにすることを目的とした。 

＜第３章＞ 研究方法 

 被験者は早稲田大学ソフトボール部員 11 名であった。実験は

早稲田大学所沢キャンパス野球場にて行った。被験者は、ソフト

ボールでの 1-2 塁間（18.29ｍ）で「駆け抜け」「ベントレッグス

ライディング」「ヘッドスライディング」「立ち止まり」の 4 つの

条件での走塁を行った。その走塁を側面からビデオカメラ 60 コ

マ／秒で撮影した。 

 撮影したビデオより、4 つの条件下で 1 塁ベースの離塁から、

2 塁ベースに到達するまでのコマ数（タイム）を求めた。 

 また、実験後に被験者へ質問を行い、選手の 4 つの条件に対す

る主観的な情報も集めた。 

＜第４章＞ 結果 

 結果として、被験者 11 名は以下の 4 つのタイプに分かれるこ

ととなった。 

①「ベントレッグスライディング」が「駆け抜け」よりも速く、

4 つの走塁タイプ中「ヘッドスライディング」が最も速い。 

②「ベントレッグスライディング」が「駆け抜け」よりも速く、

4 つの走塁タイプ中「ベントレッグスライディング」が最も速い。 

③「ベントレッグスライディング」が「駆け抜け」よりも遅く、

4 つの走塁タイプ中「ヘッドスライディング」が最も速い。 

④「ベントレッグスライディング」が「駆け抜け」よりも遅く、

4 つの走塁タイプ中「駆け抜け」が最も速い。 

 また、この被験者 11 名による 4 つの条件の平均値とその差を

とったところ、表のようになった。 

駆け抜け 
ベントレッグ 

スライディング 
立ち止まり 

ヘッド 

スライディング 

155.9 コマ 154.2 コマ 160.0 コマ 152.2 コマ

2.60 秒 2.57 秒 2.67 秒 2.54 秒

実験後に行った質問では、『4 つの条件の中で「駆け抜け」が最

も速く、次に速いのが「ベントレッグスライディング」』と被験

者全員が回答した。 

＜第５章＞ 考察 

 4 つの走塁タイプ中、「ヘッドスライディング」が最も速いとい

う被験者は 11 名中 8 名と 4 つの条件の中で最も多く、全被験者

の平均も「ヘッドスライディング」が最も速かった。また、最も

速く 2 塁ベースに到達した走塁タイプも、「ヘッドスライディン

グ」によるものであった。このことから、4 つの条件の中で最も

速くベースまで到達できるのは「ヘッドスライディング」だと考

えられる。 

＜第６章＞ 結論 

 今回の実験では速いものから順に「ヘッドスライディング」「ベ

ントレッグスライディング」「駆け抜け」「立ち止まり」という結

果となり、被験者の回答や一般的に言われている考えを覆す結果

となった。 

確かに「ヘッドスライディング」には優位性が見られたが、行

う場合にはリスクを十分に考慮しなければならないことには変

わりはない。 


